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断層面の不均質による摩擦すべりの相互作用を理解するための実験装置の開発 
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１．はじめに 
地震現象は，地球科学で取り扱われる自然現象

の一つであるが，その発生メカニズムに関しては

未解明な部分も多い．しかしながら，活断層やプ

レート境界などで発生する不安定すべり現象で

あり，不安定すべりの規模，進展様式は断層上の

個々の要素における相互作用によって規定され

るものである，という概念は一般的に受け入れら

れている．ある周期性を持った間欠的な不安定す

べり現象の相互作用を大学の学部学生に概念と

して理解させるためには，多点系のバネ－ブロッ

クモデルがもっとも簡潔なもののひとつとして

考えられる．そこで，バネ－ブロックの相互作用

を視覚的にとらえられるようにするための実験

装置の開発をおこなった．本装置では，板バネで

フレームに連結され，互いに巻きバネで連結され

た４つのブロックに定速で運動するベルト上で

間欠的なすべり運動を発生させることが可能と

なっている（図１）．もっとも単純なイメージと

しては，ローディングにより沈み込む海洋プレー

トをベルトが表現し，海洋プレートに引き込まれ，

間欠的にすべり（地震）を発生させる大陸プレー

トをブロック群が表現しているというものが挙

げられる． 

図１．開発された実験装置の概観 
 

２．装置の開発 
本装置は当初，ブロックに平衡点を与えるため

に上から板バネで吊るすように設計された．しか

しながら，学生たちと予備実験を重ねていく中で，

摩擦・巻きバネの引っ張り・板バネの引っ張りと

いう３つの力の作用点が近接していなければ，ブ

ロックに偶力が発生し，ベルト上のすべりだけで

なく，回転が発生することが明らかになった．そ

こで，ブロックの側面下方に板バネの設置点を変

更した．このほかにも，ブロックの種類，ベルト

の摩擦係数，板バネの厚さ，巻きバネのバネ定数

など，様々な要素を変更させていき，ブロック間

相互作用により，単純な周期的な運動から逸脱し

た間欠すべりを発生させることに成功した． 
 

３．画像解析 
ブロックの運動の様子はディジタルビデオカ

メラで撮影をおこなった．撮影された動画をフレ

ーム毎にビットマップ画像として切り出した．ブ

ロックの位置抽出を自動でおこなうために，各ブ

ロックには原色のシールを貼り，画像上でＲＧＢ

解析をおこなうソフトウェアを開発した．ＲＧＢ

解析によって抽出された各ブロックの位置情報

をフレームごとに並べ，各ブロックの運動の時刻

歴を測定した．これら一連の解析により間欠すべ

りの状況は明瞭に計測され，本実験装置の有効性

は明らかにされたが，本年度の実験では装置の開

発，パラメタ（使用する材料）の選定に主眼をお

いたため，運動の物理特性などに関する解析まで

はおこなうことができなかった．履修学生たちは

熱心に実験に取り組み，地震現象に対する理解，

興味の一助となったのではないかと考えている．

次年度以降の実験において，力と変位の関係を明

らかにし，ブロックの相互作用によって生じる間

欠すべりの特性を明らかにしていく予定である．

また，今後は公開キャンパスなど，授業以外での

活用も可能であると思われる． 
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